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結 論

緒 言

1911年 Tufherにより肋膜外充填術が初めて

行われて以来, Tufher, Wilms,Shivers.

Gwerder,Eden,Schmidt,Baer等多数の学

者により,打旨肪,筋肉を始め,ゴム嚢,フマノ

ール,ヴイポコール,パラフィンその他,各種

の充填物質に就いて検討されて来たが,菅て用

いられたものには, これ といって賞用すべきも

q)がない.

最近合成樹脂の発達により,メチ- ルメタク

1)レ- トの重合物性の中空球が,肋膜外充填物

として使用されたが,この合成樹脂は,先に久

保が報告したように,生体に対する異物性刺戟

が極めて軽微である｡しかしながら,これを中

空球にして,剥離 した肋膜外腔に充填する時に

紘,,阻織に対す る異物性刺戟があまりにも軽微

なため,被膜 らしい被膜が形成 され な いこと

と,硬いために周囲に対 して器械的圧力を及ぼ

すことと相侠って,術後 日を経て空洞穿孔,肺

穿孔及びこれに伴 う肋膜外膿胸や,経気管支性

撒布等の合併症を招来することが 明 らかとな

り,ために本法は,今 日では金 く行われな くな

っている｡

しかしながら,一方充填術には,肺結核の虚

脱療法 として,成形術に比べて術後胸廓の変形

を来さぬことやその他にも優れた利点のあるこ

とは,広 く認められている所であり,ここに本

法の研究を続行すべ き必要性 と,意義があると

考えられる｡

かかる考え方から,長石等ほ,その後 も充填

物質の改善 と,充填部位 とに主眼を置いて研究

を続行 してを り,著者は, これ等研究の一部 と

して,充填物質の改善を企図した｡

この目的のためには,生体に対 してメチ -ル

メタク リレ- トのように,異物性刺戟が少 く,

且つ機械的圧力を周囲に及ぼす ことの少い,莱

敬,且つ弾力性をもつ充填物質であることが必

要である｡

そこで著者は,1951年春以来,教程の弾力性

軟合成樹脂を用いて,動物実験を行い,これ等

充填物質の動物組織に対す る,輿物性刺戟に就

いて検討を行って来た｡

本篇では,弾力性軟合成樹脂に属するポ リプ
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クリル酸 メチ -,し,ポ リエチ レン,ポ リイソブ

チ レ′,ポ リ塩化 ビニール等のうち, フィルム

状乃至板状 のものを用い,動物組織に対するそ

れ等の異物性刺卓封こ就いて,肉眼的並びに病理

組織学的に検討 し,更に生体の, これ等充填物

質に11Jえる影響をも併せ観察 した ｡ 叉対照 とし

ては メテ ールメタクリレー トを使用 した ｡

第 1章 実験材料及びその物理化学的性状

実験材料としては,弾力性並びに,柔軟性を

有する合成樹指で,板状叉はフィルム状を呈す

るものを用いた ｡ この条件を満すものには,可

塑剤を含まぬポ リプクリール酸 メテール,ポ リ

イソブチ レン,並びに,可塑剤を含む,ポ リ塩

化 ビ--ル等がある. これ等の諸物質では,同

一樺の物質に於いても,分子量の多寡,即ち,

pj賓合宴の如何により,その物理化学的性状は,

かな りの差異が認められる｡箸者が用いたもの

に就いて,物理化学的性状を示す と,以下の通

りになる｡

1) ポ リアク リル酸 メテール

〔cH3-C<弘 ｡cH3〕n

分 (A:勘 よ2200-180,000上人上に亘るが,本草験

に使用 したものは,分子量 180,000以上,比 重

1.15,稀草半透日月で非常に強靭,弾耳性を有す

るゴム状の物質で,衣,沸騰水中では不変であ

る｡ 叉,常温では,lo錯 NaOH,59,.'CH3CO-

OH,400/o/HコSO▲1,HCl,HF等には犯 されない ｡
叉,キシロール,アJL,コ-′レその他の石油等溶

剤に不溶であり,アセ トン,酪酸エチル,二塩

化 エタンベンゾール等には可溶である｡ 精 々吸

湿性で白濁しているが, この変化は可逆性であ

る｡ ･払0.2cmxO.5cmxO.5cm, )(のものを用

い た ｡

2) ポ リイソプチ レパ cH3-C<gHH:〕n
分ナ量1000-3000,000の広範囲で,低重合の

ものは流動性であるが,使用 したものは,分子

貴 100,000以上で,比貢0.93,強敵で非常に弾

力性があ り, 柔軟で, 生ゴムに似ている｡ 無

色,無味,半透明で,}:ラフィンのごとく化学

出目こ安定で,強酸,強丁ルカ l)に犯 されない:.
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又,0.1cmxO.5cmxO.5cm 人のものを用いた

3) ポ リエチ レン 〔-CH2-CH2-〕n

分子竜20,000以上である｡ 比重0.916-0.92,

無色,無味,無臭,半透明で,柔軟性は精 々少

く,(セルロイドよりも柔軟) 且つ弾力性があ

り,塊状のものはパ ラフィン状であるが,何れ

も強敵である｡ しかし,-50oC～+100ccでは

これ らの性質は不変で,化学的にはパ ラフィン

同様,不変である｡ 有機溶剤には極めて溶け難

く,化学薬品にも犯 され難 い｡- ロゲン硫黄に

多少犯 され る｡ 吸湿性はほ とんどない｡ 0.05

cmxl.OcmxO.5cm 大のものを用いた ｡

4) ポ リ塩化 ビニー}L,(可塑剤を含む D 以下

すべて可塑剤を含むものを,単にポ リ塩化 ビニ

ールと称す｡) 〔cH3-C<cHl)n+ヂオクチー
JL,, フタレ- ト,その他の可塑剤O

分子量は100()-2000である｡ 比重1.2--1.6J

150 0 以上で軟化溶解するし ポ リ塩化 ビニール

白体は,無色,半速日月で硬 く,全 く弾力性がな

く,耐酸性,耐アルカ リ性が華‡に強い ｡ これに

弾力便,柔軟性を与えるためには,燐酸 トリク

レジル,カプロン酸 トリエチレ-/,グ リコール

フク-ル酸デフチ-ル,フタール酸 ジオクチ-

ル等の可塑剤が不可欠であり,更にスボ ンヂで

はその.含有量が多 く,ステア リン酸アルカ リ土

金属等の安定剤 も混合されているO

第 2章 実験動物並びに実験方法

実験動物 としては,体重 2.5kg～3kgの健常

家兎及び結核家兎を使用 し,実験方法 としては,

前述のような 充填物を 皮下及び 胸腔内に挿入

し,一定期間を経て, これを周囲組織 と共に剃

出し,充填物自体や,充填物被膜に就いて肉眼

的並びに,病理組織学的に検索 したO

充填物は10分間煮沸 した後,滅菌生玉里的食塩

水L恒こ浸 して使用 した o

組織内-の物質の充填方法は次の通りである｡

皮下の場合 :主 として家兎の背部の皮下を選

び,一先ず手術部位を広 く剃毛 し,2%クレゾ-

ル水,沃壊丁幾,次亜硫酸 ソ-ダーアルコール

等で消毒した後,手術部を残 して周囲を滅菌敷

イ臣ご被覆し,TIJ及的無菌 的に伎椙切開/ji,行い
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第 1表 実験材料及びその物理化学的性状 (第 1篇)

ポリアクリル酸メチ-ル

化
学

構
造
式

〔cH2-C<‰ ｡｡H3〕n

ポリイソブチレン

〔cH2-C<gHH:〕n〕

F無色,透明,(或は稀黄)て

の
形

惑

い
た
も
の

比
重

実
験
に
用

板状小片

大

無色, 無味, 無臭
透明 (不透明〕

ポリェチレン

〔-CH2-CH2〕n

ポリ塩化ビニール製品
(板)

〔cH2-C<a]n

+可塑剤
+安定剤

白色,無臭,無味

膜状小片

0.93

フイルム 状,布 状
粉末状,凝スボンヂ状

0.916-0.92

透明-′半透明 無味

板 状

1.2～･1.6

-50oC～+100oC不変

吸
水
__.性

耐
酸

~耐-1'
アリ
′レ
可
溶

40%HZSO4,HCI H.F に

精々大
lo艶 NaOH に犯されぬ

アセトン,酪酸エチル
二塩化タンベンゾール

不r⊥､一_
キシロール アルコ-ノレ溶

有,生ゴム状

殆んど無

大

大

脂肪鹿及び芳春属∴炭
化水素,二 硫 化 炭素
に,膨潤乃至溶解
1価,多価アルコール,
エーテノレ
ケ トン′

大

100oC.I-150oC

大

有 有

殆んど無し

比較的大

比較的大

種々可塑剤

有機音容剤
一般化学薬品

皮下の組桂結合織層内に充填物を挿入 した｡

胸腔内の場 合 :肋骨を 1本除去するか,叉は

肋間筋を分けて胸壁肋操に達 し,平圧開胸を行

って,胸腔内に充填物を若干固 く挿 入 した｡

以上 の何れの場合でも,皮膚切開 を可及的に

短か くして,出血量を可及的に少量 な らしめ,

充填 に当 っては, 創内に ペ-シ l)-/ の稀釈液

(10000_単位)を撒布 して創 の化膿防止 に努 め

た ｡

叉充填後 3日目乃至 7日目か ら2カ年に亘 る

種 々の時期に,充填物を周囲組織 と共 に逐次易Ij

出 し, これを半分 に切断 し,肉眼的に観察 した

後, ツェ ロイジン包埋法 により組織標本 に作

り, -マ トキシ リン, エオ ジン二重染色法及

び,必要に応 じて VanGieson氏染色法 Weト

gert氏弾力線維染色液, 叉は線維素染色法等

を施 して,病理組織学的に検索 し,動物組織に

対す る充填物の異物性刺戟に就いて検討 した｡

倍,対･照 としてメチ - ルメタク 1)レー トの板

及び球,その他パ ラフィン等 を用い,それ等 を

互 いに比較 した｡

使用動物数は20匹であるが,同一動物の皮下

は10カ所以上充填 した ものもあ り,叉左右の胸

腔 に併せ充填 した ものもあるので,延例数は約

120例に及 んでいる｡

第 3章 実験成績 (充填物被膜の肉眼的並

びに病理組織学的所見)

仝症例数 は,第 2表 のように,ポ リア ク リル

酸 メチ -ル30例,ポ リイソブチ レン28例,ポ リ
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第 2表 黒畝動物の例数分類(第 1篇〕

869

管警月以内蟹 3カ月｡fJ5FJe 6カ月譜 讐1カ月以内!2-/3ヵ月目5- 6ヵ月目1年 日

ポ1)アクリル酸メチ-ル 20

ポリイソブチレン

ポリエチレン (板)

(号疑スボンヂ)

ポリ塩化ビニール (板)

81

25

り
2

1
A

3

5

6

T

2

1

2

0

2

J_

-
--
Jトー
J
I-
-Y
/
rI
IA

一

2

2

2

′
0

3

=‖‥カ6
後
年
術
2‖

後
年
術
2

′
3

2

2

一
O

1

0

0

0

0

0

30

28

37

3

25

エチレン37例,ポ リ塩化 ビニール25例で,これ

等各群に就いて時間的経過を追い,術後 1カ月

以内の場合,術後 2カ月～3カ月の場合,術後

6カ月の場合,術後 1年-2年の場合の4つの

段階に分類 して検討 したO

第 1節 術後 1カ月以内の場合

第 1項 肉眼的所見

1) ポ リアク リル酸 メチール充填の場 合

術後3日目 :術後 3日目では,灰白色の,檀

めて薄 く脆い線維素様被膜で密に覆われ,その

周囲には軽い浮腫があり,被膜は充填物 と共に

取 り出す ことは困難で,伸展標本に出来るのみ

である｡

術後 7日目 :術後7日目になると,被膜はメ

チ-ルメタク リレ- トの場合より精 々強教 とな

り,充填物 と共に取 り出す ことができる｡

術後 2週 目-3週 目 :術後 2週 目-3週 目に

なると,灰白色の被膜は0.2mm～0.3mm と精

々厚 くなる｡この被院は比較的強靭で非常に弾

力性に富み,内面は平滑で充填物の易り出も容易

であり,その後 も形を崩さずに保っている｡こ

れは,ポ リアク リル酸 メチ-ルの被喋が最も強

靭で弾力性を保つことを示しているO

術後 1ヵ月目 :術後 1カ月目になると,被膜

は更に強靭.となるが,逆に厚 さは術後 2-3週

目の場合より精々薄 くなる｡ 色は 白色不透明

で,充填物に接する面は平～骨で光沢を示す｡

充填物は湿潤により精 々膨潤 して,その表面

のみが白色不透明に変化しているが, これは生

体外に取 り出せば全 く透明化し,弾力仕,柔軟

性,伸展性共に変化していないO

2) ポ リイソブチ レン充填の場 合

術後 3日目 :術後 3日目では,メテールメタ

クリレー ト充填の場 合に類似 した,非常に薄 く

脆い灰白色の被膜で覆われているが,暗に田血

斑点が見られること,不透明で更に脆いこと等

精々異っている｡

術後 2週 目-3週 目 :術後 2週 目-3週目に

なると,精 々丈夫な扶白色の 0.3mm～0.4mm

の被院を形成し,充填物 との癒着はな く,充填

物は容易に別出されるが,被瞑内面はメチ-JL,

メククリレ- トの様に平滑ではない｡

術後 1ヵ月目 :術後 1カ月日になると,更に

被尽英は丈夫になるが,逆に厚 さは薄 くな り,白

色不透明 となる｡この頃から毛細血管が被膜外

層の表面に見られ,ポ リ塩化ビニール,ポ リエ

チレン についで 血管新生が 精 々目立 つ様であ

る｡充填物自体は,充填時 と全 く同様で,弾力

性,伸展性,色調等 も全 く変化を見ない0

3) ポ リエチレン充填の場合

術後 3日目～7日目 :術後 3日目～7日目で

は,やは りメチ-ルメクク リレー ト充填の場合

に非常に類似 し,灰白色,不透明の非常に薄 く

脆い線維素様被膜で密に覆われている｡

術後 2週 目-3週目 :術後 2週目-3週目に

なると,被膜は精 々弾力性を示し,且つ強靭.で

厚 さも増加し,(0.2mm-0.3mm)これはポ リ

アク リル酸 メチ-ルについで強敵である｡充填

物の被膜の内面は,板状の場 合は平滑であるo

粉末状の (凝スボンヂ状)場合は癒着 していな

いが,被膜は剥離困難 となる｡

術後 1ヵ月目 :術術 1カ月目では,充填物は

更に若干強敵な厚 さ 0.3mm前後の薄い白色の
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被膜で密に覆われ,被膜外層の表面には,肉眼

的に見える毛細血管の新生を見 る｡充填物は充

填前 と全 く同様,弾力便,柔軟性等全 く変化を

見ず,器質化傾向は全 くない｡

4) ポ リ塩化 ビ--ル充填の場合

術後 3日目～7日目 :術後 3日目ですでに前

述三者に比較 して,精々厚い浮艦状で脆い,灰

白色の被月英を形成し,7日目では,被日英は灰白

色乃至淡赤褐色で精 々厚いが倍脆 く,所々に出

血斑を認める｡

術後2週目-3週 目 :術後 2週 目-3週 目で

は,0.3mm～0.5mm 位の厚さで,所々暗褐色

斑を有する灰白色の精 々強敵な被膜 となり,局

囲から毛細血管が精々著明に新生 しているのが

認められる｡

術後 1ヵ月目 :術後 1カ月目になると,被膜

は更に三宿/q厚 くな り,(0.5mm～0.8mm)不透

明な灰白色で,所}qに小 さな出血点を認める｡

被膜は充填物を密に包み,弾力性及び強敵性を

増大し,充填物 との間には癒着な く,きれいに

易り出出来る｡ 内面は平滑である｡ これは不可逆

性である｡ 叉, これは充填物が薄い程顕著であ

る｡

第 2項 病理組織学的所見

1) ポ リアク 1)ル酸メテール充填の場合

術後 3日目～ 7日目 :術後 3日目～ 7日目

では,充填物の周囲組織の組織像を見 ると,大

部分が線維素様物質で占められ,その中に卵円

形の核をもつ線維芽細胞が疎 らに見 られ,遊走

細胞は充填物 と境 される最内層に最 も密で,外

層では精 々粗である｡多数の多核白血球及び少

数の単球,組織球の浸潤が認められる｡殊に充

填物に境 した所には,少数の崩壊細胞の核及び

多核白血球の集積が目立っている｡ 外層は概ね

粗粒で,多核白血球を主 とし,単球等の浸潤が

中等度に見 られる｡

術後 2週 目 :術後 2週 目になると,最内層の

線維素様の物質は少 くな り,卵円形の核を有す

る線維芽細胞が柁 }<多 く,且つ密 となり, この

屑が厚 くなって,ほとんど直接充填物を包んで

いるが,庸走向が乱れてお り,≠寛界面近 くでは
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精 粗々粒である｡ 線維素様の物質は,境刑責の

部分に少し存在する｡ その中に宙,多核白血球

が割合に多 く見 られるが,それより外層では 1

週 目に比較 して非常に少 くなり, これに替って

単球,組織球が精 々多い｡

異物巨細胞は,境界面近 くで時に散見され,秩

は大体10-20個位が多い｡ 外層の健常部-移行

する部 分には,新生血管が発達 して来ている｡

血管周囲には,小円形細胞が出現 して,所 々に

集積を作っている｡

術後 3週 目 :術後3週 目になると,充填物に

按する最内層には,線維素様物質,及び壊死物

質は全 くな くなり,線維芽細胞が平行に,整然

と集積 し, 2週 目に 比較 してはるかに 密で薄

く,梓状形核を有する線維細胞も,その間に混

って出現 し始め,肉眼的に平滑な内面の形成さ

れる時期に相当し,大体線維の走向も平行で密

である｡しかしらがら,この間にさ昆って遊走細

胞が倍も見 られ, 多核白血球 も少数散見 され

る｡ その外側には,細胞の少い精 々粗槌な結合

線を形成し, この部分に蛇行 した新生血管が少

数見 られる様になる｡異物巨細胞は極めて稀で

ある｡

術後 1ヵ月目 :術後 1カ月になると,充填物

との境界面である最内層には,術後 3週 目前 と

は異 り, 整然 と平行に 配列 した 線維芽細胞及

び,線維細胞の集積による層を形成 している｡

その細胞の数も3週 目に比較すると少 くな り,

線維の走向も更に平行で轍密になり,その部 分

には遊走細胞が 漸i威し, 多核白血球 は全 くな

く,時に単球,小円形細胞が見 られる程度で,

その外層は,精 々走行の乱れた粗槌な,少数の

線維細胞が見 られる結合織の部分に移行 してい

るが, ここには,もはや全 く遊走細胞は見 られ

ない｡数カ所に新生血管が群在 している｡ 異物

巨細胞は極めて稀 となり,数枚の標本でやつと

その存在を認める程度である｡

2) ポ リイソブチレン充填の場合

術後 1週 目 :術後 1週 目では,被8英の最内層

には多数の多核白血球を主体 とする遊走細胞,

並びにその崩壊 した細胞の集積が線維素層の間

に広 く認められ,そのす ぐ外層には,線維芽細i
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胸の数層があり, この部 別こも多核白血 球,単

球, 小数の赤血球が見 られ, 更にその外側に

は,卵円形の核をもつ線維芽細胞が,比較的密

な層を形成 しているO この層には,最内層 より

ほ精々少いが,多核白血球,単球,組織球がか

な り認められる｡ それより更に外層は,非常に

粗様な結合織 とな り,境界近 くには,新生毛細

血管が比較的発達 し,各血管は充血が著明で,

一部には出血巣が認められる｡この部 分では血

管附近に単球,組織球が精 々多 く,多核白血球

も少数認められる｡

術後 2週 目 :術後 2週 目では充填物に接する

面の平滑な部分は, 割 合徴密な線維芽細胞及び

線維細胞の層で境 し, この部 分には,中等婆の

多核白血球が疎 らに見られ,単球,組織‡求も比

較的多 く見 られる｡ 内層の角にあたる部 分で

は,刺戟が強いためか,箇比較的多数の多核白

血球の集積が見られるが,崩壊細胞はほ とんど

見 られないo新生血管の発達 も著明で,各血管

は充血 し,中層の間にも認められ,所}･r出血巣

も認められる｡

術後 3過 日 :術後 3週 目になると,術後 1週

- 2週 目とは組織像も非常に異ってきて,遊走

細胞は減少し,殊に,多核白血球は著滅 し,那

円形核の線維芽細胞はかな り厚い層を形成して

充填物を囲み,その間に単球,組織球があまり

目立たぬ程度に見 られるが,メチールメクク リ

レ- トよりは,庸遊走細胞が多いo線維芽細胞

を主体 とする層の部分には,細胞の数は末だ少

く且つ,粗槌な成熟線維が見 られる｡その外層

には, 毛細血管が発達 し, 充血は侍著明であ

る｡異物巨細胞は,最内層に極めて稀に見られ

るのみである｡

術後 1ヵ月目 :術後 1カ月目になると,内層

の線維芽細胞の間には,精 々成熟 した繰推細胞

が見られ,割合密 とな り,平行に走 る結合織線

維は,薄い層を形成 し,その線維問には多核白

血球は極 く少数 とな り,その他の遊走細胞,早

‡求,組織球,等 も少 くなっている｡ 中層には,

精 }q疎 らな線維芽細胞,線維細胞が見 られ,級

維形成が著明で,その間には単球,組観球を見

る｡新生毛細血管の数 も精 々少 くな り,充血は
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兄られるが,出血は,FTIJられな くなる｡)

3) ポ リエチ レン充填の場合

術後 3日目～7日目 :術後 3日目～7日目で

は,充填物に∃妾する最内層には,多核白血チ求,

及び崩壊純抱がかな り多数認められ,その間隙

は繰稚素で満 されている｡ それについで,卵円

形核の線維葦細抱が精 々乱れた数層を形成し,

その層の中には,やはりかなりの多核白血球,

及び少数の単球,/組織球等が認められる｡その

外層には,精 々粗樺な正常に近い結合織があり,

遊走細胞は少数認められ,外層-の移行部には

すでに,毛細血管が見られ,その血管は充血し

ている｡叉時 々出血巣を見る｡核数のあまり多

くない異物巨細抱が所々に見られる｡

術後 2週 目 :術後 2週 目になると,最内層の

多核白血球.及び崩壊細胞の集積は,軽度ながら

倍認められ,ついで線維芽細胞,線維細胞の比

斬拍勺密な,薄い層があり,それに続いて精 疎々

な層に移行 しているが, この屑は比範的厚 く,

メチ-ルメタクl)レ- ト充填の場合の所見に類

似 している｡ 即ち, 線維形成が 精 ;q著明であ

る｡この層にも未だ多核白血球,及び単球等が

比較的多 く見 られる｡叉,異物巨細胞も, この

屑の充填物に近い部分に少数認められるが,小

円形細胞はほとんど認められない ｡ しかし,汁

層の粗槌結合織の 部分には, 少数の 多核白血

‡求,単‡求,小円形細胞が見られ, この部 分には

毛細血管の新生が認められる｡

術後 3週 目 :術後 3週目では,大体 2週 目の

組織像に非常に類似 しているが,最内層の多核

白血球,及び崩壊細胞の核の集積は,ほとんど

消失 しているが,所々に極 く少数の多核 白血球

敦び崩壊細胞が,時に箇見られることがあるO

しかし,大部分充填物に接する所は,平行J-に並

んだ,密な線維芽細胞,線維細胞から成 り, こ

の層に少数の 多核白血球, 単球等を 散見する

が, これも術後 2週目に比較すると,著 るしく

減少して来ている｡ 充血 した毛細血管は比較的

多 く認められるが,出血巣は,ほとんど認めら

れない｡

術後 1ヵ月目 :術後 1カ月目では,充填物に

按する最内層に極 く僅 少な単球を混 じ,卵円形
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の核をもつ線維芽細胞の2-3層が,境界面に

平行 して認められる｡ その外側は次第に核 も細

長 くなった線維細胞が目立ち,その走向も境界

面に平行で,非常に密な数層を形成 している｡

この層には多核白血球は,もはやほとんど認め

られない｡ 更にこの層は,少数の長梓状乃至紐

状の,成熟 した核をもつ線維細胞があり,密な

線維層に移行 し,ついで精々粗槌な健常結合織

に移行する｡ これ等の層にも,遊走細胞はほと

んど認められない｡最外層 と中層との間には,

毛細血管が僅かに集積 し,異物巨細胞はほとん

ど認められない｡ 術後 2-3週目と異 り,かな

り正常結合織に近い組織像を示す｡

4) ポ リ塩化ビニール充填の場合

術後 3日目～7日冒 :術後 3日目～7日目で

は,充填物の周囲は,線維素及び多数の多核白

血球,単球,組織球及び,かなり多 くの壊死細

胞核の集積が混然 として,全 く無構造な厚い層

を形成し,その外層は,健常な結合織に移行 し

ている｡ しかしながら,その中にも相当多数の

多核白血球,単球,組織球の遊出,及び少数の

線維芽細胞を認め,全体に浮鹿状で,叉,所々

に出血巣を認める｡即ちかなり強い出血性異物

炎を惹起 している｡

術後 2週目 :術後 2週目になると, 1週 目に

比較 して,内層の壊死組織は,精 々減少してい

るが,浸潤細胞,その他出血性炎症は箇相当認

められ,健常部 との境界は明らかでない｡

術後 3週目 :術後 3週目になると, 2週目に

比 して無構造な組織は更に減少し,線維芽細胞

の出現活動が,かなり著明となっているが,庸

線維の走向は乱れ,粗糧で,浸潤細胞,殊に多

核白血球 もかなり認められる｡単球,組織球が

これにつぎ,又少数の線維芽細胞,異物巨細胞

も認められる｡

術後 1ヵ月目 :術後 1カ月目になると,術後

3週目よりほ,かな り炎症像は少 くなっている

が,他の三者 より異物性刺戟はかなり強い ｡ 内

層に,壊死細胞核及び,多核白血球の集積はほ

とんど認められな くな り,ただ卵円形の核をも

つ線維芽細胞が多数 目立つ｡しかし,その間に

は,倍かな りの多核白血球,組織球,及び少数
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の円形細胞, 及び 異物巨細胞が 認められる｡

叉,出血巣 もかな り認められ,毛細血管は発達

し,これは充血が著明である｡健常結合織 との

境は割合に,明らかとな り, この部 分にはほと

んど浸潤細胞,及び浮腫を認めない｡

第 2節 充填後 2カ月-3ヵ月目の場合

第 1項 肉眼自勺所見

1) ポ リアク リル酸 メチ-ル充填の場合

術後 2ヵ月目 :術後 6週間-2ヵ月目では,

被膜は灰白色不透明で,精 々強敵且弾力性をも

つ｡厚さは,0.1mm～0.2mm で術後 1カ月目

に比 して精 々薄 く,強敵性を増加 している｡被

膜は,充填物 とは癒着せず,その内面は平滑で

光沢がある｡ 充填物は僅かに膨潤 し,白色不透

明となっている｡

術後 3ヵ月目 :術後 3カ月目に於いても,大

体 2カ月目と同様であるが,被膜はメチ-ルメ

タク リレー トに比 して強敵で,薄 く,弾力性も

強い ｡ 充填物を取 り出す時に,強轍な弾力性を

もつ精々厚い外層の部分と,極めて薄い内層 と

に分れる｡

2) ポ リイソブチ レン充填の場合

術後 2カ月-3ヵ月目 :術後 2カ月-3ヵ月

目では,大体同じでメチ - ルメクク リレ- トの

場合の被膜 より摩いが弾力性は精 々乏 しい不透

明な灰白色の被膜を形成し,二層に分れ難い｡

充填物とは癒着は生 じていないが,他の三者 よ

り充填物自体に非常に弾力性,柔軟性があるた

め, 易り出は精々困難である｡ 充填物は, 弾力

悼,柔軟性共に変化なく,その他の性状にも全

く変質を見ない｡ 外層には, 僅かに太 くなっ

た,毛細血管を教条認めるが,出血巣はない｡

3) ポ リエチ レン充填の場合

術後 2カ月～3カ月 :術後 2カ月-3ヵ月目

になると,肉眼的所見はメチ-ルメクク リレ-

トと,ほとんど同様である｡即ち充填物は白色

不透明の薄い⊥(0.1mm～0.2mm)の強敵な被膜

で覆われているが,この被膜は,充填物を易り出

する時に内外二層に容易に分離する｡

内層は非常に薄 く且つ脆 く,充填物の表面を

密に包んでいる｡外層は精 々厚 く,強敵で弾力
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性があ り,充填物を.取り出した後に於いてもそ

の形を保っている｡ 内層 も切開を加えて注意す

れば,きれいに剥離が出来,内面は平滑で光沢

があり,田血点は認められない｡充填物には,

変化はない｡

4) ポ リ塩化 ビニール充填の場合

術後 2カ月-3ヵ月目 :術後 2カ月-3ヵ月

目になると,肉眼的所見は,やは りメチールメ

クク リレ- トに類似 しているが,灰白色の被膜

は庸厚 く,内外二層の分離は前者程明 らかでな

い｡出血巣は見られない ｡ 充填物は容易に取 り

出せ,癒着 もな く,内面は平滑である｡ 充填物

自体は白濁 し,薄いものでは弾力性の喪失によ

って硬 くな り,変質 している｡厚い板状のもの

でも,術後 3カ月臼になると,弾力性の減弱は

日月らかであるO

第 2項 病モ里組織学的所見

1) ポ リアクl)ル酸 メチ-ル充填の場合

術後 2カ月-3ヵ月目 :術後 2カ月-3ヵ月

目になると,最内層は,卵円形を呈する少数の

線維芽細胞,及び梓状核の線維細胞の眉が見ら

れ,その外側は,線維細抱も稀な,轍密に走る

結合織線維層を認めるが,多核白血球はほとん

ど見られず,稀には単球,組織球,小円形細胞

が見られる｡叉,異物巨細胞も極めて稀で数枚

の標本の車 に 1個程度である｡ 叉,時に充血 し

た毛細血管が見られる｡出血像は,ほとんどな

い｡即ち,術後 2カ月を経過すると,急性,慢

性異物性炎症の像が消退 し,ほとんど正常な廠

痕様結合織像を呈している｡

2) ポ リイソブチレン充填の場合

術後2カ月-3ヵ月目 :術後 2カ月-3ヵ月

目になると,ポ リアク リル酸 メテールに見られ

るような,主に線維芽細胞の集 りから成る内層

の形成は見られない ｡ 充填物に按する屑は主 と

して,卵円形の核をもった線維芽細BJ]1及び, こ

れに混って梓状核のある線維細胞が見られる｡

比較的厚い結 合織線維層を形成している｡ その

中には,遊走細胞は少い｡即 ち多核白血球はほ

とんどな く,組織球,単球が少数見られる｡結

合織線維の走向は,庸少し乱れ,粗槌である｡
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異物巨細胞 も極めて稀に最内層に見られる｡ 外

層近 くには,小円形細胞,浸潤を伴 う毛細血管

が認められ,各毛細血管は充血 しているo 出血

像は殆んど見られない ｡

この時期には,急性異物炎 も消退し,正常に

近い幼君廠痕様結合織を示すが,他のものより

その経過が僅かに遅いように思われる｡

3) ポ リエチレン充填の場 合

術後2カ月.-3ヵ月目 :術後2カ月～3カ月

になると,内層は2-3層の薄い平行な結合織

線維で, この間に糖円形核の線維芽細胞及び,

碍状形核をもつ線維細抱が,平行に,割合密に

並んでいるO外層は,経緯細胞,及び線維芽細

胞の著るしく少い,極めて密で平行に走ってい

る結合織線維を形成 している｡

内層と外層の間は,概ね密着 しているが,時

には,粗粒な結合織により隔てられている部 分

もある｡ 多核白血球は,ほとんど認められず,

極 く稀に単球,組織壬求が見られる｡血管は,庸

充血を示しているが,出血像は見られない｡

以上は,板状,又は膜状の場 合であるが,粉

末状のi疑スボンヂのポ リエチレンを皮下に挿入

し,3カ月半を経過 した時の病理組織学的所見

は,前述の組織像とは大分異 り,各ポ リエチ レ

ンの間隙は, 全 く幼君な 線維芽細胞 で充たさ

れ,その間に多核白血球が箇相当認められ,早

班,糸鋸放球,小円形細胞もかな り散見されるo

又,異物巨細胞も比較的多 く,殊にポ リエチレ

ンに接する所に多 く見られる｡ 毛細血管も相当

発達 して充血を示す｡即ち浸潤細胞の数の比較

にならぬ程多いこと,異物巨細胞が比較的多く

見られること｡ 等 々全 く板状の場合の術後2-

3週 目の組織像の所見を呈 している｡

4) ポ リ塩化 ビニール充填の場合

術後 2カ月-3ヵ月目 :術後 2カ月～3カ月

になると,被膜の組織像は,大体板状のポ リエ

チ レン充填後, 2ヵ月目位の 像に顎似 してい

る｡ 即ち,内層には,卵円形核の線維芽細胞の

少数,及び梓状核の線維細胞の数層から成 り,

ついで比較的粗槌な,結合織の平行な線維層が

続 く｡ 厚 さも大体同様で, 白血球性励 L二はな

く,小円形細胞の少数及び充血を示す毛細血管
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が見られる｡即ち,術後 1カ月目の組織像に比

較すると,非常に正常に近い癖痕様結合織の組

織像を示す｡

第 3節 充填後 6カ月目の場合

第 1項 肉眼的所見

1) ポ リ7クl)ル酸 メチ-ル充填の場合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月になると,術後 3

カ月の場合と同様に, 充填物は 白色の不透月月

な,薄い強敵な弾力性のある被院で覆われてい

る｡ 術後 3カ月目よりも精々薄い｡ 2-3条の

毛細血管が被月英の表面に見 られる｡充填物は簡

単に易り出出来,ほとんど癒着はな く,内面は平

滑である｡充填物自体の表面は,やは り白濁し

ているが,この変化は可逆性で,弾力性 も変化

な く,変質も見ず,器質化傾向もない｡

2) ポ リイソブチレン充填の場合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月目では,術後 3カ

月目の場合とよく似ている｡ただし,前者に比

べて,柔軟な弾力性のある,院様白色の薄い被

膜を形成している｡ 毛細血管は被朕表面に教条

認められる｡充填物は,それ自体が柔軟なため

に,被膜が密着 し,しかも強敵になっているの

で, 癒着はないが 取 り出 す ことは, 困難であ

る｡しかし内面は平滑である｡ 充填物は全 く変

化を認めず,器質化傾向もない｡

3) ポ リエチレン充填の場合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月になると,被膜は

白色で, 3カ月目の時 よりも薄 くなり,透朋化

して来るが,更に強敵 となり,弾力性を示し,

表面には教条の毛細血管の蛇行を見る｡ 充填物

は容易に取 り出せ,癒着はないが,その表面に

は非常に薄い,不規則な膜様の小片を残す｡ し

かし大部分はきれいに剥離 される脆い層と,強

敵な,弾力性があって形を くずきぬ外層とに分

れる｡充填物を取 り出しても,外層の弾力性と

強敵性の為にその外形をそのまま保っている｡

充填物は,充填時と全 く同様で変化は認められ

ず,勿論器質化も見 られない｡

4) ポ リ塩化 ビ--ル充填の場合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月になると,被院は

メチ -ルメタクリレー トのそれに類似 し,術後
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3カ月目より薄 く強敵な,白色不透明な被膜を

形成する｡ 外層には毛細血管が教条見 られる｡

択血巣は見 られない｡

充填物は,灰白色不透明で稽}r硬 くな り,弓単

力性を減弱している｡ その程度は術後 3カ月目

の時 とあまり差違はない｡ 叉器質化傾向 もな

く,癒着 も見られない ｡

第 2項 病理組織学的所見

1) ポ 1)アクリル酸 メチ-ル充填の場合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月になると,最内層

にも,卵円形核をもつ線維芽細胞はほとんど見

られず,あっても極めて稀で,ほとんど梓状乃

至細状 の細長い核の線維細胞が数層,平行に配

列 している｡しかし細胞数は術後 3カ月目の時

と比較 して少 くなっている｡

その外層は,術後 3カ月目と同様,線維細胞

は稀で,平行で密な正常の結合織線維層に移行

している｡ 多核白血球は認められず,単球,小

円形JS田胞もほとんどない｡異物巨細胞もほとん

ど見 られない｡出血像もな く,毛細毛管の数 も

少 く, ここに於いて全 く正常な頼痕様結合織 と

なっている｡

2) ポ リイ ソブチレン充填の場合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月になると, 内層

は,卵円形の核を持つ線維芽細胞,並びに梓状

核をもつ線維細胞が,略々同数存在する,かな

り広い,幼君な結合織層を形成している｡ 結合

織線維の走向も,平行でな く精}q:乱れている｡

術後 3カ月目の被膜の所見に比較して,その層

は薄 く,細胞数 も減少している｡多核白血‡求は

ほとんど見 られず,組織球,単球が極 く少し見

られる｡ 異物巨細胞も極めて稀で, 核数 も少

い｡毛細血管は,侍かな り新生 しているが,班

血は見 られず,充血 も少い ｡ 漸 く全段的に正常

に近いが,倍未熟な廠痕様結合織の形をとって

いる｡

3) ポ リエチレン充填の場合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月になると, 内層

紘,平行に走る密な結合織線維層であって,そ

の層に細長い核をもつ線維細胞が,術後 3カ月

目の場合より数は少いが,平行に並んで所々に
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散見される｡ そしてこの層は,更に密な,厚い

結合軌線維に移行するが, ここにも極めて数少
い紐状核の線維細胞が, 所JTに並んで 見られ

るoこのためにこの屑は,縞状に見えるこ)その

外側は粗糧な健常結合織に移行 している〔)毛細

血管は少 くなってを り,又出血,充血はほとん

どない｡多核白血球は全 くな く,単球,泉巨瞳摘ミ

もほとんど見られない｡

4) ポ リ塩化 ビニール充填の場合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月になると, 内層

は,平行に走る,少数の線維細胞をもつ,密な

結合絞層を形成 し,卵円形核の線維芽細願 ま,
極めて稀に見 られるのみとなる｡ 線維細抱の核

は,ポ リェチレンの場合のように,細長 い紐状

乃至長僻円形を呈 しているO外層は更に細胞は

/iJく,平行で密 な,ほとんど正常な結合織であ

って,そこには毛細血管が若干見 られる〈〕異物

巨細胞は極めて稀であり,多核白血球,単球は

全 く見 られない｡ 出血巣も認められない(｡

第4節 充填後 1年乃至 2年の場合

第 1項 肉眼的所見

1) ポ リア クリル酸 メチ-ル充填の場合

術後 1年～2年 :術後 1年～2年では,術後

6カ月の頃 と大体類似 してを り,白色不透明の

.薄 くて弾観な弾力性をもつ硬い感 じのする被

膜を形成し,その表面には教条の毛細血管の分

布 を見る.被膜は更に若干薄 くなっている｡出

血巣は見らカ1ない｡充填物自体は充填時のまま

で変化をせず,その表面に可逆性の白濁を認め

るのみで,充填物の弾力性,柔軟性,伸 展 性等

ご全く変化はないO 器質化傾向乃至吸収傾向の所

見 も全 く見 られない0

2) ポ リイ ソブチ レン充填の場合

術後 1年-2年 目 :術後 1年～2年では,白

色の僅かに透明,柔軟ではあるが,強敵な薄い

被月英を形成 し,それは術後 6カ月目の場合より

夏に薄 くなっている｡表面に毛細血管が教条蛇

行 しているのが見 られる｡ 出血点は認められな

い ｡ 充填物は変化な く,柔軟,かつ,弾力性を

示し,!圭ゴパ犬で充填前 と全 く変化はない｡器

質化傾向も全 くない｡癒着はないが,被膜はび
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った り密着 している｡

3) ポ リエチ レン充填の場 合

術後 1年-2年 目 :術後 1年～2年は,ほと

んど同様の所見である｡即ち薄い灰白色の不誘

明で,強敵な弾力性を示す被膜を形成する｡や

は り,術後6カ月よりも,被膜は若干薄 くなっ

ているr,表面には毛細血管の教条を認める｡出

血点は見 られない｡ 充填物は充填時 と変化な

く,器質化傾向は全 くない｡

充填物は極めて容易に取 り出せるが,その表

面には,被膜内層の一部を若干附着することが

あるが,癒着はない｡ 被膜内面は光沢があって

平滑である｡

4) ポ リ塩化 ビニール充填の場合

術後 1年～2年 :術後 1年乃至 2年は全 く同

様な所見で,充填物は白色透明の,薄い強敵な

被膜で覆われている｡ 術後 6カ月酎 こ比較 して

被膜は僅かに薄 くなっている｡出血点は見られ

ないC表面には教条の毛細血管の分布を見るo

充填物は白濁化 し,硬 く,弾力性をほとんど失

っているが,器質化傾向は全 くな く,癒着 も見

られない｡

第 2項 病理組織学的所見

1) ポ リアク リル酸 メテール充填の場合

術後 1年- 2年 目 :術後 1年 ～ 2年の場合

は,共にほとんど同様の所見である｡即ち術後

1年では,充填物に直接,接 している層は, 1

-2層の長縮円形乃至梓状形の,精 々大きい核

をもつ線維細胞層に続いて,細胞成分の極めて

少い結合織線維の密な数層が見られる｡この屑

には,若干の線維芽細長泡及び,柏 /々/卜さい棒状

形の核をもつ線維細胞が見られ,多核白血球を

始め,その他の遊走純抱は全 く見られない｡結

合織線維の走向は平行である｡

束に外層は,粗粍な層に移行 し, ここには,

所々に毛細血管が見 られ,叉,少数の小円形細

胞が血管周囲に見 られる｡

術後21.=･日では,前述のように術後 1年 目の

所見とほとんど 同様 であるが, 線維 芽細胞及

び,線維細胞も更に少 くな り,核 も極めて細長

くなっているo次いでその外側は細胞のほとん



→876-

どない,密で平行な結合職線維になっている｡

新生血管は大体 1年 目と同様な所見である｡

2) ポ リイソブチレン充填の場合

術後 1年-2年目 :術後1年乃至 2年ではほ

とんど同様の所見を皇している.充填物に直音妾

に接する被暁の最内層は,梓状核をもつ,線維

細甘包の数層より成 り,その外側は比較的密で平

行な走向の結合織線維層で,線維細胞が少数見

られる｡ ついで粗槌な健常結合織に移行 してい

るが, その移行部には新生血管が 若干存在す

る｡充虹Lの傾向はあるが,出血.は見られない｡

遊走細胞はほとんど見 られず,殊に白血球,早

球は全 く見られない｡ 異物巨細胞も極めて稀で

ある｡

3) ポ リエチレン充填の場合

術後 1年-2年 目 :術後10カ月～2年では,

ほとんど同様な所見を示している｡即ち充填物

に接する被喋の最内層は, 1-2層の紐状の細

長い核をもつ線維細胞と,稀に糖円形の核をも

つ線維芽細胞とが見られ,ついでその外層は,

結 合織線維の密な,平行に走る厚い層となる｡

この層には,線維細胞,線維芽細胞,その他の

細胞も極めて稀で,その外側の層は,走行の乱

れた粗構な,ほとんど健常な結合織に移行 して

いる｡ その移行部に小血管の集 りが見 られ,小

数の小円形細胞がその周囲に見 られる｡充血像

及び出血像は見られない｡異物巨細胞は極めて

稀で,多核白血球,単球は全 く見られない ｡ 術

後10カ月から1年,2年と各層の厚さが薄 くな

っている他,線維細胞等の細胞成分 も減少して

いる｡ポ リエチレンでは,メチールメクク リレ

ー トに比較 して,全体を通 じ結合織線維の形成

は暦で厚い｡

4) ポ リ塩化ビニール充填の場合

術後 1年-2年目 :術後 1年-2年は全 く同

様の所見を呈している｡充填物に接する被峡の

最内層は, 1-2層の線維細胞を主 とする層に

続いて,線維細胞,その他細胞の極めて少い,

平行で密な結合織線維屑を形成 しているが,求

リエチレンよりは,薄 く,メチ-ルメタク リレ

ー トに近い像を示す｡多核白血球,単球,その

他養老細胞は全 く認められない｡ 外層えの移行
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層に新生毛細血管を見るが,数は少 く,充血,

出血は全 く認められない ｡

異物巨細胞は極めて稀でほとんど見 られず,

充填物の角に当っている部分に時々見 られる｡

第 4章 綜括並びに考模

本第では,弾力性軟の合成樹日旨の中で,ポ 1)

アク リル酸 メチール,ポ リイ ソブチレン,ポ リ

エチレ-/,ポ リ塩化ビニールの動物組織に対一す

ち,異物性刺戟に就いて検討 した ｡

先ず, これ等の物質を動物組織内,主 として

皮下に充填 した場合に於ける充填物被暁を,肉

眼的に観察すると,ポ 1)アク l)ル酸 メチ - ル,

ポ リイソブチレン,ポ リエチレンの場合には,

メチ - ルメタク1)レー トに大略類似 した経過を

示し, 3カ月以内を慢めると,術後 3日～7日

では,極めて薄 く脆い,灰白色の線維素様の被

膜で密に覆われ,その周囲には,軽度の浮腫が

あり,術後 3週前後で被珪英は厚 くなり,その後

次第に厚さも減少し,術後1カ月目では,白色

不透明な弾力性のある強敵な被尽莫となる｡ 術後

1カ月では,被暁は,ポ 1)アク リル酸 メチ-ル

が最も強敵,ついでポ リエチレン, これはメチ

-ルメタク1)レ- トに準ずる｡ついでポ 1)イソ

ブチレンは精々柔軟で,その表面には教条の毛

細血管の分布を見る｡出血巣は見 られない｡

ポ リ塩化 ビ--ルでは,被日英は灰白色で,前

三者に比 して厚 く,浮腫性で脆 く,所々に出血

点を認める｡ 肉眼的に見てもポ 1)塩化ビ-- ル

では刺戟が精々大である｡

次に術後 3カ月以後になると,四者いづれも

メチ - ル メタク リレー トに非常に 芙頁似 してを

り,白色不透明の薄い弾力性に富んだ,結合織

性被q実で覆われる様になる｡

術後 6カ月～1年になると,各々その被院は

薄 くなり,0.2mm 前後の,白色,不透明の被

膜 となり,術後 2年 目には大体術後 1年目と同

様である｡ 充填物白身の変化はポ リアク リル酸

メチールが表面僅かに白濁 し,精 々膨潤の傾向

があるが,これは可逆性で変化はな く,ポ リイ

ソブチレン,ポ リエチ レンは全 く変質せず,器

質化傾向も認 められない. ただ塩化 ビニール
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は,可塑剤を失 うために硬 くな り,弾力性を減

少,乃至消失 し,不可逆性の白濁化を見,充填

時 とは全 く変化している｡組織像についてみる

と,ポ リア クリル酸 メチ-ル,ポ リエチレン,

ポ リイソブチレンの三者は,細胞の出現,消長

も非常に類似 してを り,術後 3日～7日では主

として,白血球性反応を示し,単球,組織球 も

且られ,時に小出血を見るが,壊死反応は極め

て軽い｡

術後 2週 目頃から多核白血球は 著減 し, 単

球,組織球 も減少の傾向を 示し, 線維芽細胞

の活躍が目立つ｡ 術後 3週-1ヵ月目には, こ

れ ら遊出細胞は著減,叉は消失 して,急性異物

炎の像は消退し,殊に多核白血球はほとんど消

失 して,線維芽細胞,線維細胞が主体 とな り,

次第に整った密な結合織性の被膜を形成 して来

る｡

術後 3カ月前後になると,被院は,非常に奉

った密な結合織の薄い層を形成 している｡ 遊走

細胞もほとんどな く,異物巨細胞も極めて稀に

なって来 る｡ 術後 6カ月以後になると,長糖円

形,叉は柱状の核をもつ線維細胞が主 とな り,

その数 も非常に減少して来 る｡外層には新生血

管 と,その周囲に少数の小円形細胞が時に見 ら

れる｡ 出血は見られない｡メチ-ルメタク l)レ

- トに比 して,被珪実が精 々厚い傾向があるが,

ほとんど同様である｡ ポ リイソブチレンでは,

結合織の整って 来 るのが 遅い 傾向が 見 られる

が,何れにしても,ポ リアク 1)ル酸 メチ-7レ,

ポ リイソブチ レン,及びポ リエチレンの板状及

び,フィルム状のものの異物性刺戟は,メチー

ルメタクリレー トに準ずる程度に軽微なもので

あり,しかも,充填物質の変化及 び変質はほと

んど,認められず,充填物 として適当のものと

思われる｡

これに反してポ リ塩化 ビ--ルの板及び,フ

イルム状 のものでは,術後 1週間--3週間は,

急性異物炎が極めて強 く,組織及び細胞が壊死

に陥 り,叉多核白血球及び,その他の遊出細抱

の浸潤 も多 く,叉,時間的にも長 く存在 し,術

後 1カ月頃になり漸 く他の物質の2週 目に近い

組織像を示す｡このことは,充填物自体が硬 く
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なり,弾力性を失 うことからして,弾力性,莱

軟性を与えるための可塑剤が,急激に分解,令

離 したための刺戟であると思われる｡ 叉,術後

6カ月位になると,急に整った結合織の披見英を

作 り,術後 1年目では,ほとんどメテールメタ

クリレー トと同様に,極めて軽微であることか

らしても納得出来 る｡ ポ リ塩化 ビ--ル 自体

紘,久保が述べているように,異物性刺戟は極

めて軽微であるが,可塑剤を失 うことは,弾力

性,柔軟性の消失を意味 し,初期の目的に添わ

ず,充填物 として不適当である｡

叉,ポ リエチレンの,術後 3カ月半で,フイ

ルム様のものと,凝スボンヂ形態のものとの比

較では,同一物質でも,スボンヂ形態の3カ月

後の組織像は,術後 3週 目に近い強い反応を示

し,しかも異物巨糸田胞が目立つことは,化学的

な刺戟のみでな く,物理的,即ち表面積の極め

で大なこと,表面が平滑でないこと等が影響す

るものと思われる｡ しかし,このことが,良い

か,悪いかは,東に充分なる検討が必要 と思わ

れる｡

以上の中, ポ リエチ レンは, 胸部外科･方面

で,パック叉は,球の形で Rieromaraschio

OverholtH.M.Davies,LT.Temple寄

が,それぞれ,1951年- 1953年に亘って報告

し,その良好な成績を述べている｡ ポ リイソブ

チレン,ポ リアク リル酸 メチ-ルでは,その報

告は未だないようである｡ しかしこれ らも,以

上の実験結果からして,充分に使用価値のある

ものと思われる｡

緯 論

本篇に於いては,弾力性軟合成樹脂の中,可

塑剤を必要 としない, ポ 1)アク l)ル 酸 メチ-

ル,ポ リエチレン,ポ リイソブチ レン及び,可

塑剤を必要 とする, ポ リ塩化 ビニール に就い

て,動物組織に対するそれ等の異物性刺戟に就

いて比較検討 し,以下の結論を得た ｡

1) ポ リアクリル酸 メチール,ポ リイソブチ

レン,ポ リエチレンの板,及びフイルムは,動

物組織に対する異物性刺戟は,極めて軽微で,

術後 3カ月～6カ月で正常に近い,薄い,療病
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性結合織性の被膜で覆われ,その被日英には,坐

く炎症像は認められず,術後 6カ月, 1年,2

年 と時 日が経過するに伴い,被喋は薄 くなる｡

2) 動物生体内の,これ等充填物は,アク リ

ル酸 メチ-ルが多少膨潤 し,表面が僅かに白濁

するのみで,何れも弾力性,柔軟性,伸展性,

その他全 く充填前 と同じであり,吸収.及び,器

質化傾向は全 くない｡

3) ポ l)塩化 ビニールは弾力性,柔軟性を得

るためには,必ず可塑剤が必要であるが,動物

生体内では,これ ら可塑剤は不安定で分解 し,

ポリエチレン′
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強い異物炎を示し,し,術後 1カ月ですでに,

塩化 ビ--ル固有の固さに,ほとんど戻ってし

まうo その後は,塩化 ビニールのみの刺戟で,

これは極めて異物刺戟は少い｡要するに,弾力

性軟である,ポ リ塩化 ビ-- ル製品は,充填物

として全 く不適当であることを示している｡

4) 以上のことより,ポ リ塩化 ビニールを除

く三者は,初期の目的に通 した充填物質である

と考えられるが,柔軟性の最 もあるポ リイ ソブ

チ レンが適当と考えられる｡

充填物被膜の病理組織学的所見

2カ年 目

メチ-ルメタクリレート 2ケ年 目
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